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 北方圏国際シンポジウム 
 

開催趣旨 
 世界の海の 10％を覆う海氷は、地球の熱的バランスの大きな要素として大気・海洋大循環の駆動力を

生み出しています。オホーツク海は世界で最も低緯度の凍る海であり、流氷の南限です。毎冬、オホー

ツク海の 60～70％は流氷野となり、私たちの生活にも功罪両面の働きをしています。さらに最近の地球

温暖化の影響により北極海の海氷面積は急激に減少し、様々な環境問題を引き起こしています。一方で

太平洋と欧州を結ぶ「北極海航路」が注目されるようになりましたが、それを取り巻く国際情勢は微妙

な状況にあります。 
海氷/流氷は地球環境のみならず、水産業、農業、工業などの生産活動にも深く関わっています。シン

ポジウムでは、最新の海氷研究から地球温暖化、環境問題、海洋生物、北極海航路、極地、オホーツク

地域の諸問題まで様々な話題を取り上げています。 
 北方圏国際シンポジウム「オホーツク海と流氷」は、1986 年に第 1 回が開催されて以来、毎年紋別市

で開催しています。2021 年はコロナのため中止になりましたが 2024 年には再開、本年 2026 年は、第 40
回という節目の年をむかえ、様々なテーマで多くの研究発表が行われます。参加者全員が実りある議論

を行い、交流を深める場になる事を願っています。ぜひシンポジウムをお楽しみください。 
 

■ 主  催  紋別市 
■ 共  催  北海道大学北極域研究センター 
■ 主  管  北方圏国際シンポジウム実行委員会 
■ 後  援  国立極地研究所, (国研)海洋研究開発機構, 北海道大学低温科学研究所, 北見工業大学  

           東海大学札幌キャンパス, 東京農業大学生物産業学部, 東京海洋大学  

           北海道大学大学院水産科学研究院, 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 

           東京大学大気海洋研究所, (国研)水産研究・教育機構水産資源研究所 

           (国研)宇宙航空研究開発機構, 北極環境研究コンソーシアム 

           (一財)リモート・センシング技術センター, (公社)日本雪氷学会，(一社)日本海洋学会 

           (公社)日本気象学会, (公社)日本水産学会北海道支部, 国土交通省, 文部科学省, 水産庁 

           北海道, 北見市, 網走市, オホーツク町村会, (公社)北海道国際交流・協力総合センター 

           (公財)北海道環境財団,国際交流基金，(公財)オホーツク生活文化振興財団 

           (公財)札幌国際プラザ, 北海道新聞社，(株)北海民友新聞社 

 
 

■ 協  賛  道外・道内関係企業 五洋建設㈱，北日本港湾コンサルタント㈱， 

 ㈱石本建築事務所，㈱ズコーシャ，日東建設㈱，電通設備㈱，大槻理化学㈱， 

 日本データ―サービス㈱，日本工営㈱，㈱建設技術研究所，住友金属鉱山㈱， 

㈱藤共工業，ジオテック㈱，三菱電機㈱ (順不同) 
 
 市内関係団体  紋別市議会，紋別医師会，北見歯科医師会紋別歯科医師団， 

 紋別商工会議所，紋別漁業協同組合，紋別漁業協同組合定置部会・毛ガニ部会， 

 オホーツクはまなす農業協同組合，オホーツク中央森林組合, 紋別港ロータリークラブ，

紋別ロータリークラブ，紋別オホーツクライオンズクラブ，北海道税理士会北見支部， 

 流氷倶楽部，北海道大学同窓会紋別支部（順不同） 
 

 市内関係企業 ㈱マルカイチ水産，丸銀漁業㈱，㈲丸富渡辺水産， ㈱吉岡水産， 

 ㈱ヤマイチ水産，北方建設産業㈱，鈴木建設㈱，㈱西村組紋別支店，渋田海運㈱， 

 旭ダンケ㈱紋別工場，佐藤木材工業㈱，㈱渡辺組紋別支店，川村建設㈱， 

 ㈱中央製作所， 関電気㈱，山本電工㈱，紋別バイオマス発電㈱，佐藤電気㈱， 

 ㈱成田設備工業，北見信用金庫紋別支店，北洋銀行紋別支店，㈱協和土木工業， 

北海道銀行紋別支店，遠軽信用金庫紋別支店，イオン北海道㈱イオン紋別店， 

シティもんべつ店，日東水産㈱紋別営業所，みゆき観光開発㈱，㈱紋別セントラルホテル， 

紋別プリンスホテル㈱，オホーツク･ガリンコタワー㈱，㈲ゆやフラワー，㈱しめまる， 

よつ葉乳業㈱，オホーツクソーテック㈱，㈱民友商事，㈱北海民友新聞社，㈱ソーゴー， 

横田印刷㈱，白野商店㈱，㈱伊藤建材店，カラーセンター，北東リテック㈱，手塚興産㈱，  

㈱紋別観光振興公社，北紋バス㈱,紋別市役所役長会・部長会・課長会  （順不同） 
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日程と内容 
 

２月１５日（日）                                               紋別市市民会館 大ホール 
 

14:30～16：40  開会式  
 

  ■ 主 催 者 挨 拶   紋別市長  山﨑 彰則 
 

  ■ 実行委員長挨拶   北方圏国際シンポジウム実行委員会委員長  大塚 夏彦 
 

 ■ 来 賓 祝 辞   北海道オホーツク総合振興局長  野村 博明 
 
 

 ■ 海 外 講 師 紹 介  
 

 

        《カナダ》 
Dr. Kumiko Azetsu-Scott    Bedford Institute of Oceanography 
Dr. Aileen Aseron Espiritu   UiT, The Arctic University of Norway 
Ms. Christine Guilbault     Embassy of Canada 
Ms. Theressa De Haan      Embassy of Canada 
Ms. Geneva Nobles        Qikiqtani Inuit Association 
Mr.  Richard Paton         Qikiqtani Inuit Association 
Prof. Rocky Taylor          Memorial University of Newfoundland 

 

       《フィンランド》  
 Prof. Kamrul Hossain      University of Lapland 

 

       《イタリア》 
Dr.  Alberto Alberello      University of East Anglia 
Mr.  Lorenzo Ercolani       Hofdi Cottages 
Ms. Sara Fusco            University of Lapland & University of Akureyri 

 

       《ノルウェー》 
Prof.  Geir Hønneland       Fridtjof Nansen Institute 

 

       《台湾》 
Dr.  Yu-Chiao Liang        National Taiwan University 

 

       《イギリス》 
Prof.  Emilian Parau        University of East Anglia 

 

       《アメリカ》 
Mr.  Billy Adams          North Slope Borough 
Prof. Courtney Carothers     University of Alaska Fairbanks 
Ms. Roberta Tuurraq Glenn  University of Alaska Fairbanks 
Dr.  Sonia Ibarra           University of Alaska Fairbanks 
Mr.  Nick Jacuk            University of Alaska Fairbanks 
Dr.  Emily Lescak         University of Alaska Fairbanks 

 
■ 海外研究者のご挨拶 

      カムラル ホッサイン  ラップランド大学, フィンランド 
 
  ■ アトラクション   紋別大谷認定こども園 西川流花菱会 
 
   ■ 記念講演     北方圏国際シンポジウム40年の歩み 

                     高橋 修平 （オホーツク流氷科学センター） 
 

   ■ 特別講演     生きることは食べること 

                    森崎 博之 （TEAM NACS リーダー） 
 

 

18:00～19:30   記念レセプション                                     【３階小ホール】 
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２月１６日（月）                                              紋別市文化会館 1 階ホール 
 

9:00〜9:10  学術分科会開会式 
 

             開会のことば  大塚 夏彦 (北方圏国際シンポジウム実行委員会) 
 

              青田昌秋賞の説明 
 
 

9：10〜11：15  基調講演 A： 
 

   9：10  A-1  北極海航路研究の４０年と現在地 
              酒井 英次 (笹川平和財団) 
 

  9：４0  A-2  Canada’s Arctic foreign policy 
              ギルボールト クリスティーン, ハーン デ テレッサ (カナダ大使館) 
 

 10：05  A-3  Inuit-led conservation in the Canadian Arctic 
              パトン リチャード, ノーブル ジェニーバ (カナダ キキクタニ イヌイット協会) 
 

 10：40  A-4  北方圏国際シンポジウム４０周年：オホーツク海・極域研究の歩みと未来 
              高橋 修平 (流氷科学センター), 福地 光男 (極地研) 
 
 
13：30〜15：30  市民公開講座：オホーツク〜ふるさとの海 
 

                Ⅰ. 水産物の鮮度保持技術と冷凍技術について 
                     守谷 圭介 (網走水試) 
 

Ⅱ. 北海道オホーツク海側でのサケ・マスの資源状況と回復へ向けた取り組み 
                     宮腰 靖之 (北見管内さけ・ます増殖事業協会) 
 

 
15：40〜18：10  学術分科会 B： 氷海の生物・水産 

 
 

紋別市文化会館 ３階特別会議室 
 

13：00〜18：00  ワークショップ C： 極域気候変動への統合的アプローチを目指した 

                           次世代観測とモデル研究 
 

 

紋別市文化会館 ３階サークル室 
 
13：00〜14：00  学術分科会 D： 極域工学 
 

14：10〜17：20  学術分科会 E： 寒冷地社会・複合領域 
 

 

紋別市立博物館 
 
13：00〜14：20  ワークショップ F： 海氷研究のための AI・機械学習の活用に向けて 

 
 

まちなか芸術館 
 
13：00〜17：00  学術分科会 G： オンラインセッション 
 

                  IARC, 笹川平和財団セッション 
 

                  学術分科会 
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２月１７日（火）                                             紋別市文化会館 １階ホール 
 

9:00〜15:30  ワークショップ H： 岐路に立つ北極ガバナンス：変わりゆく北極域のガバナンスの 

 解明と将来像の探究 
 

 

16:00〜18:00 市民公開講座：地域防災力向上について考える 
 

       Ⅰ. 令和８年からの新たな防災気象情報について      三浦 亜紀子 (網走地方気象台) 
 

        Ⅱ. 北海道における防災意識向上の取組みについて  山口 朗生 (オホーツク総合振興局) 
 

 パネルディスカッション 
       防災教育や災害ボランティア、避難所運営など自助・共助の取り組 みを知る 
 

 

紋別市文化会館 ３階特別会議室 

 

9:00〜10:25  ワークショップ  I： 北極政策と科学, 利用 
 
10:35〜18:00 ワークショップ J： 氷海の変動把握と新たな利用 
 

 

紋別市文化会館 ３階サークル室 
 
9:00〜11:30  学術分科会 K： 海洋物理・化学, 気候 

 

13:00〜14:45 ワークショップ L： 南極氷床とグローバルな気候システムとの相互作用 
 

14:55〜17:50 ワークショップ M： オホーツク海：地球のクールスポットが生み出す 

                          特異な気象･気候 
 

 

紋別市立博物館 
 
9:00〜11:55  ワークショップ N： 寒冷域におけるプランクトン生態学：分子から生態系まで 

 

13:30〜14:55 ワークショップ O： 北海道の水産資源管理および栽培漁業に関する研究の 

                          現状と課題 
 

15:05〜18:00 ワークショップ P： 環境と社会の変化に応答する海鳥・海棲哺乳類 
 

 

紋別セントラルホテル 
 

19:00〜20:30 交歓の夕べ 
 

 

 

２月１８日（水）                                             紋別市文化会館 １階ホール 
 
9:00〜10:50  ワークショップ Q： 北極・南極科学における若手人材育成事業 
 

 
11:00〜11:30  学術分科会閉会式 
 

              講 評 

              青田昌秋賞表彰式 

              閉会のことば  大塚 夏彦 (北方圏国際シンポジウム実行委員会) 
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２月１８日（水）                                             紋別市文化会館 １階ホール 
 

14:00〜16:00 市民公開講座：森から海の連環を考えるシンポジウム 

最先端林業の現状〜カラマツに圧密技術を応用した高硬度材料の開発〜 
 

第１部 講演会       Ⅰ. 圧密技術の背景と目的 
                     佐々木 貴信 (北大院農) 
 

                Ⅱ. カラマツ圧密材の製造方法と基礎物性 
                     古田 直之 (道総研林産試験場) 
 

                Ⅲ. カラマツ圧密材の家具接合部の強度試験 
                     塚本 優佳 （北大院農） 
 

                Ⅳ. カラマツ圧密材を用いた椅子開発と商品化 
                     山上 裕一朗 ((株)山上木工) 
 

第２部 パネルディスカッション  「カラマツに圧密技術を応用した高硬度材料の開発」 
 

 

紋別市立博物館 
 

13:30〜17:20 市民公開講座：オホーツク・テロワールシンポジウム２０２６ in 紋別 
                         オホーツク文化が残したメッセージ 

       ～オホーツク文化の原点とオホーツク・ツーリズムの未来と可能性を探る第３弾 
 

第１部   各分野の実践報告の中から、オホーツク文化の発信のヒントを探る 
 

               Ⅰ. 遺跡を活かした観光   田才 雅彦 (文化財サポート) 
 

               Ⅱ. 縄文アートを旅しようを出版して  清水 恭子 (求龍堂出版) -Zoom 参加 
 

               Ⅲ. オホーツク文化を巡る旅の可能性について  宮下 麻美 (北大院観光) 
 

               Ⅳ. 道東の未来について  中西 拓郎 (ドット道東) 
 

第２部    パネルディスカッション 
 

 

展示                                                       紋別文化会館 ３階ロビー 
 
【Extra】 
 

    Ex-1 黒潮大蛇行：2017-2025 
         中陣 隆夫 (東海大) 
 

   Ex-2 博愛丸事件から百年、小説･蟹工船～蟹缶詰の歴史と紋別 
         山田 雅也 (北海道文化財保護協会) 
 

 

紋別市民会館 大ホール 
 

13:10〜14:30 子ども流氷シンポジウム  
 

              Ⅰ. オホーツク海の流氷と地球環境 
                   大塚 夏彦 (流氷科学センター) 
 

              Ⅱ. 北極の暮らし 
                   パトン リチャード, ノーブル ジェニーバ  (カナダ キキクタニ イヌイット協会) 
 

    流氷クイズ大会 
 

 

 
２月１４日（土）〜３月２２日（日）                               オホーツク流氷科学センター 

 

 協賛行事  「写真展オホーツク物語７ -大切な時間-」 
 

北海道内外の皆さんへオホーツクの魅力を発信することを目的とし、オホーツク地域ならでは

の自然の景色や動植物を個性豊かな写真で紹介します. 
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日程表 
２月 会 場 午 前 午 後 

１５日 
（日） 

市

民 
会

館 

大ホール 

 
 

14:30-16:40  開会式 
  記念講演・特別講演 
「北方圏国際シンポジウム40年の歩み」 
   高橋修平（流氷科学センター） 
「生きることは食べること」 
   森崎博之（TEAM NACS リーダー） 
 

 
16 日 
（月）  

文 
化 
会 
館 

1 階 
ホール 

 

9:00- 9:10  学術分科会開会式 

 

13:30-15:30 市民公開講座 
          オホーツク〜ふるさとの海 
 

15:40-18:10  学術分科会 B： 

          氷海の生物・水産 
 

 

9:10-11:15  基調講演 A： 

３階 特別 
会議室 

 
 

13:00-18:10  ワークショップ C： 

  極域気候変動への統合的アプローチを 

  目指した次世代観測とモデル研究 
 

３ 階 
サークル室 

 

 
 

13:00-14:00  学術分科会 D：極域工学 
 

14:10-17:20  学術分科会 E： 

          寒冷地社会・複合領域 

 
 

 
博 
物 
館 

郷土 
学習室 

  

13:00-14:20  ワークショップ F：海氷研究 

    のための AI・機械学習の活用に向けて 
 

まちなか

芸術館 

  

13：00-17：00 オンラインセッション G： 

        IARC, 笹川平和財団セッション 

        学術分科会 
 

 
17 日 
（火）  

文 
化 
会 
館 

1 階 
ホール 

 

9:00-15:30 ワークショップ H： 

岐路に立つ北極ガバナンス：変わりゆく北極

域のガバナンスの解明と将来像の探究 

 

16:00-18:00 市民公開講座 
        「地域防災力向上について考える」 
 

３階 特別 
会議室 

 

9:00-10:25  ワークショップ I： 

         北極政策と科学, 利用 

 

10:35-18:10  ワークショップ J： 

          氷海の変動把握と新たな利用 
 

３ 階 
サークル室 

 

9:00-11:30  学術分科会 K： 

         海洋物理・化学, 気候  

 

13:00-14:45  ワークショップ L：南極氷床

とグローバルな気候システムとの相互作用 
 

14:55-17:50  ワークショップ M： 

  オホーツク海：地球のクールスポットが 

  生み出す特異な気象･気候  

博 
物 
館 

郷土 
学習室 

 

9:00-11:55  ワークショップ N： 

     寒冷域におけるプランクトン生態学： 

     分子から生態系まで 
 

 

13:30-14:55  ワークショップ O： 

   北海道の水産資源管理および栽培漁業に 

   関する研究の現状と課題 
 

15:05-18:00  ワークショップ P：環境と社会 

       の変化に応答する海鳥・海棲哺乳類 
 

18 日 
（水） 

文 
化 
会 
館 

1 階 
ホール 

 

9:00-10:50  ワークショップ Q： 

         北極・南極科学における若手 

         人材育成事業 
 

11:00-11:30 学術分科会閉会式 
 

 

14:00-16:00  市民公開講座 
     「森から海の連環を考えるシンポジウム」 
 

博
物 
館 

郷土 
学習室 

 13:30-17:20  市民公開講座  
      「オホーツク・テロワールシンポジウム」 

市民会館 
大ホール 

 13:10-14:30  子ども流氷シンポジウム 

❏ 市民公開講座は, 無料です. 

❏ 期間中, 紋別文化会館１階ロビーで「技術展示-観測機器の紹介」を行っています. 

❏１8 日（水）青田昌秋賞表彰式終了後、文化会館から, 空港までバスがでます. 
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技 術 展 示 
 

    場 所：紋別市文化会館  １階ロビー 

    日 時：２月１6 日（月曜日）〜２月 18 日（水曜日） ９：３０～１６：３０ （18 日は１２：００迄） 

 

 
   英弘精機株式会社 
 

『気象観測機器・システムのご案内』 
 

雨や雪観測、太陽放射（UV、可視、IR）、

空気品質（エアロゾル）など、様々な用途

に応じた機器・観測システムをご紹介 

 

〠151-0072 
東京都渋谷区幡ヶ谷 1-21-8 
☎：03-3469-6714  
FAX：03-3469-6719 
担当：内堀 崇 
 
E-mail：uchibori@eko.co.jp 
www.eko.co.jp 

 
 

 
   氷海研究グループ (International Advisory Committee) 
 

◆ Hajo Eicken, University of Alaska, Fairbanks, USA 
◆ 榎本 浩之   国立極地研究所 
◆ 畑山   誠   北海道立総合研究機構網走水産試験場 

◆ 岩本 勉之   紋別市 
◆ 泉山   耕   北海道大学 
◆ 片倉 靖次   紋別市 
◆ 北川 弘光   海洋政策研究所 
◆ 道田   豊   東京大学 
◆ Ferdenant  Mkrtchyan, Insttitute of Radioengineering & Electronics, Russia 
◆ 長井  敏    水産技術研究所 
◆ 西岡  純    北海道大学 
◆ 西山 恒夫   東海大学 名誉教授 
◆ 大塚 夏彦   北海道大学 
◆ 尾関 俊浩    北海道教育大学札幌校 
◆ 杉山   慎    北海道大学 
◆ 田口   哲    国立極地研究所 
◆ 高橋 修平   北見工業大学 名誉教授 
◆ 舘山 一孝   北見工業大学 
◆ 山口   一   国立極地研究所       (アルファベット順) 
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2026 年 2 月 16 日（月） 文化会館 １階ホール 

9:00 【学術分科会開会式】 司会：片倉靖次 (紋別市) 
開会のことば：大塚夏彦 (北方圏国際シンポジウム実行委員会) 
青田昌秋賞について：

9:10 

9:40 

10:05 

【A：基調講演】 座長：大塚夏彦 (流氷科学センター) 
A-1 北極海航路研究の 40 年と現在地

○酒井英次 (笹川平和財団)

A-2 Canada’s Arctic foreign policy
○ギルボールト クリスティーン, ハーン デ テレッサ (カナダ大使館)

A-3 Inuit-led conservation in the Canadian Arctic
○パトン リチャード, ノーブル ジェニーバ (カナダ キキクタニ イヌイット協会)

10:30 休憩

10:40 A-4 40th anniversary of the International Symposium: Legacy and future of Okhotsk and Polar Oceans
studies

○高橋修平 (流氷科学センター), 福地光男 (極地研)

11:15 昼食 

13:30 
| 

15:30 

【市民公開講座：オホーツク〜ふるさとの海】 

Ⅰ. 水産物の鮮度保持技術と冷凍技術について 
守谷圭介 (網走水試) 

Ⅱ. 北海道オホーツク海側でのサケ・マスの資源状況と回復へ向けた取り組み 
宮腰靖之 (北見管内さけ・ます増殖事業協会) 

15:30 休憩

15:40 

16:00 

16:20 

16:40 

【B：氷海の生物・水産】 座長：アイリーン アラビア (北大北極セ) 
B-1 Biological and ecological characteristics of Arctic charr caught by artisanal gillnet fishing in the coastal

areas of Northwest Greenland 
☆B 辻村匠真, 富安信, 山野将輝, 藤森康澄 (北大院水産), 杉山慎（北大低温研）, 三谷曜子 (京
大野生動物研)

B-2 Pollution of blue mussels due to dumpsite in Qaanaaq in northwestern Greenland
☆B 山野将輝 (北大院水産), 深澤達矢, 東條安匡 (北大院工), 富安信 (北大院水産), 池内珠実 (北
大工), 辻村匠真, 藤森康澄 (北大院水産), 杉山慎 (北大北極セ/北大低温研), 三谷曜子 (京大野生
動物研)

B-3 Use of the Okhotsk Tower as an Artificial Submerged Structure by Sebastes taczanowskii
○中根幸則 (電中研), 富安信 (北大水), 占部雄太 (ガリンコタワー), 片倉靖次 (紋別市)

B-4 Live fish transportation of cresthead flounder Pseudopleuronectes schrenki and threestripe rockfish
Sebastes trivittatus from Mombetsu in the Sea of Okhotsk coast 

○片倉靖次 (紋別市), 伊藤俊之 (伊藤釣具店)，春見達郎 (旭川医科大)，松原創 (金沢大学)

17:00 休憩 

17:10 

17:30 

17:50 

B-5 Conceptualizing a Pan-Pacific salmon knowledge portal
○ Emily Lescak (Univ. Alaska Fairbanks, USA), Matthew Jones, Maggie Klope (Univ. California
Santa Barbara, USA), William Manley (Univ. Colorado, USA), Craig Tweedie (Univ. Texas El Paso,
USA), Shirly Stephen (Univ. California Santa Barbara, USA), 長谷川功, 飯野佑樹 (水産機構・資
源研), Irene Alabia (Hokkaido Univ.), Hajo Eicken (Univ. Alaska Fairbanks, USA)

B-6 Habitat estimation in salmon driftnet fishing grounds by integrating satellite ocean color data into
fisheries observations 

☆B 飯野佑樹, 佐藤俊平 (水産機構・資源研)

B-7 Recent climate-induced marine habitat shifts drive Japanese chum salmon decline
○アイリーン アラビア (北大北極セ/アラスカ大), 齊藤誠一 (北大北極セ/デジタル北海道コミュニティ/
グリーン&ライフ・イノベーション), Jorge García Molinos, 平田貴文 (北大北極セ), 宮腰靖之 (北見管
内さけ・ます増殖事業協会), 高橋文宏 (グリーン&ライフ・イノベーション), 上野洋路 (北大水),
帰山雅秀 (北大北極セ)

青田賞エントリー分野 ☆E：工学、☆P：物理、☆B：生物水産、☆I：学際
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2026 年 2 月 16 日（月） 文化会館 ３階特別会議室 
  
   
13:00  
13:05 
 
 
  
13:20 
 
  
13:35  
 
 
13:50 
  
14:05 
 

  
【C：ワークショップ, 極域気候変動への統合的アプローチを目指した次世代観測とモデル研究】   
趣旨説明, 座長：猪上淳 (極地研)  
C-1 Investigating the impacts of Arctic sea ice loss on large-scale atmospheric circulation using physical 

and hybrid climate models 
○Yu-Chiao Liang (Ntl. Taiwan Univ., Taiwan), Nicholas J. Lutsko (Scripps Inst. Oceanography, 
USA) and Young-Oh Kwon (Woods Hole Oceanographic Inst., USA)  

C-2 Rebuilding Arctic atmospheric observing capacity: A scalable pathway from enhanced campaigns to 
community-led monitoring 

      ○猪上淳 (極地研), Hajo Eicken (Univ. Alaska Fairbanks, USA)  
C-3 Predictability of sensor icing caused by supercooled fog in polar ocean operations 
  -Part 2: Evaluating inversion layers 
      ○末吉惣一郎 (日本海洋事業), 竹谷文一 (JAMSTEC)  
C-4 Validation and analysis of cloud microphysical properties using the EarthCARE satellite in the Arctic 
      ○河野香 (九大院総理工), 岡本創，佐藤可織 (九大応力研)  
C-5 Arctic weather patterns in summer and their representation in a large ensemble climate simulation 
      ○山上晃央 (埼玉県環境科学国際センター), 豊田隆寛 (気象研) 
  

14:20 休憩 
  
 
14:30 
 
  
14:45  
 
15:00 
  
15:15 
  
15:30 
 

  
座長：小野純 (極地研)  

C-6 Ocean acidification in Arctic gateways: Insights from the Canadian Arctic  
○Kumiko Azetsu-Scott (Bedford Inst. Oceanography Canada, Canada) and Craig Lee (Univ. 
Washington, USA)  

C-7 Vortex merger and instability 
      ☆P宝迫美央 (海洋大科), 島田浩二 (海洋大)  
C-8 Hydrographic changes in the Arctic Ocean 
      ○島田浩二 (海洋大), 高林由美, 早川晃平 (海洋大科), 原田倫 (海洋大)  
C-9 Revealing the structure of the oceanic Beaufort Gyre using Arctic surface current datasets 
      ○原田倫, 島田浩二 (海洋大)  
C-10 Re-examination of the Bering Strait throughflow: The importance of non-geostrophic components in 

the sea ice-ocean boundary layer 
      ☆P早川晃平 (海洋大科), 島田浩二 (海洋大)   

15:45 休憩   
  
15:55 
  
16:10 
 
  
16:25 
 
  
16:40 
 
 
 
 

  
座長：和賀久朋 (アラスカ大/極地研)  

C-11 Factors of sea ice variation in the Barents and Kara seas during the entire winter 
       ☆P 大石奏渓 (海洋大科), 島田浩二 (海洋大)  
C-12 Toward seasonal-to-interannual Arctic sea-ice forecasts using a climate model 
       ○小野純 (極地研), 小室芳樹, 建部洋晶 (JAMSTEC), 木村詞明 (東大院新領域),  
       矢吹裕伯 (極地研)  
C-13 Origin and fate of sediment-laden sea ice: contribution to material transport 

☆P 和賀久朋 (アラスカ大/極地研), 久賀みづき (北大低温研/水産機構資源研), 木村詞明 (東大
院新領域), 中田和輝 (JAXA), 大島慶一郎 (北大低温研)  

C-14 Size distribution of particulate matter inside sea ice in Lűtzow-Holm Bay 
○伊藤優人 (東大院新領域), 田村岳史 (極地研/総研大), 高橋啓伍 (北大水), 吉田淳 (極地研),  
舘山一孝 (北見工大), 塩崎拓平 (東大大気海洋研), 佐藤拓哉 (東大院農), 青木茂, 大島慶一郎,  
的場澄人 (北大低温研), 伊村智 (極地研/総研大), 渡辺豊 (北大院環境), 牛尾収輝 (極地研),  
梶田展人 (弘前大院環境), 松田亮 (創価大院理工), 真壁竜介 (極地研/総研大), 溝端浩平 (海洋
大) 

   
16:55 休憩 

青田賞エントリー分野 ☆E：工学、☆P：物理、☆B：生物水産、☆I：学際 
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2026 年 2 月 16 日（月） 文化会館 ３階特別会議室   
 
  
17:05 
 
 
  
17:20 
 
  
17:35 
  
17:50 

  
【C：ワークショップ, 極域気候変動への統合的アプローチを目指した次世代観測とモデル研究】 

座長：吉田淳 (極地研)  
C-15 Shipborne measurements of mineral dust and black carbon aerosols over the Southern Ocean in the 

austral summer 
☆P吉田淳 (極地研), 當房豊 (極地研/総研⼤), 小林拓 (山梨大), 足立光司 (気象研), 茂木信宏 
(東京都立大), 猪上淳 (極地研/総研⼤)  

C-16 Reproducibility of surface downward radiation in the regional climate model and reanalysis at Dome 
Fuji, Antarctica 

       ☆P 山田恭平 (極地研), 猪上淳 (極地研/総研⼤)  
C-17 Three-dimensional atmospheric rivers contribute to Antarctic precipitation 
       ☆P 高橋和 (総研大), 猪上淳，佐藤和敏，平沢尚彦 (総研大/極地研), 山田恭平 (極地研)  
総合討論   

 

2026 年 2 月 16 日（月） 文化会館 ３階サークル室  
 
 
13:00 
 
  
13:20 
  
13:40 
 
 

 
【D：極域工学】                                               座長：金野祥久 (工学院大) 
 
D-1 Framework and trial calculations of navigability assessment of ships in ice waters, 2nd Report: 
   Simple assessment method using continuous icebreaking capability 
      ○宇都正太郎 (北大北極セ), 大塚夏彦 (流氷科学センター/北大北極セ)  
D-2 Comparison of ice resistance in brash ice channel between numerical simulation and ice tank tests 
      ○安齋圭祐, 水野滋也, 山内豊 (ジャパン マリンユナイテッド)  
D-3 Laboratory study of ice floe impact loads on a structure in waves 

☆E Hongtao Li, 早稲田卓爾 (東大院新領域), 澤村淳司 (大阪大), Raed Lubbad (Norwegian Univ. 
Sci. Tech., Norway)  

14:00 休憩  
  
14:10 
 
 
  
14:30 
 
 
  
14:50 
  
15:10 
 

 
【E：寒冷地社会・複合領域】                               座長：高橋修平 (流氷科学センター)  
E-1 Exporting sweet mini tomato making system to Russia -Developing automated water supply system for 

highways in Hokkaido- 
○松村寛一郎 (金城大), Kuzin Vitaly Dmitreievich (Nizhny Novgorod University, Russia),  
森田聡 (北陸大)  

E-2 “Temperature-adjustable bench” Kansei Assessment in Cold Regions 
 -Nikko City zero carbon promotion project- 

藤田愛由, ○堀尾佳以, 近藤瑞菜, Muhammad Nazeh Azhad Bin Muhammad Afifi, Jinseok Seo,  
北園恭平 (宇都宮大工), 横尾昇剛 (宇都宮大)  

E-3 The history and functions of the Antarctic midwinter festival in a closed environment 
      ☆I 杉田友華 (北大院環境)  
E-4 Co-creating walkable winter cities: A case study of the City of Sapporo 

Tran Thi Tu Uyen (北大院経), 五十嵐千夏 (北大院文), Kristine Marie Apaya Casals (北大院工), 
Eman H. E. Toulibah (北大院工), ○ロマーエヴァ マリーナ (北大北極セ)  

15:30 休憩  
15:40 
 
  
16:00 
 
  
16:20 
 
  
16:40 
 
  
17:00 
 

 
E-5 Practical disaster preparedness education through the “Do-HUG” shelter management game: A case 

study from Noboribetsu City, Hokkaido 
      ☆I 中野佑美 (北大工), 加藤知愛 (北大北極セ)  
E-6 Russia’s post-2022 Arctic expert discourse: The Northern Sea Route and Asia 

○ロマーエヴァ マリーナ (北大北極セ), ススロフ アルチョーム (北大院文), サウナワーラ ユハ (北大
北極セ)  

E-7 Tamamta (All of Us): Uplifting indigenous knowledge and stewardship to transform fisheries and 
education in Alaska 

      ○Courtney Carothers, Jessica Black, Peter Westley, and Sonia Ibarra (Univ. Alaska Fairbanks, USA)  
E-8 Characteristics of social infrastructure development and maintenance for industrial creation in northern 

regions: Insights from linguistic date of next-generation executives of construction companies 
加藤知愛, ○サウナワーラ ユハ (北大北極セ)  

E-9 Toward resilient futures: Integrating critical geopolitics and societal security foresight in Arctic urban 
sustainability 

      ○Aileen Aseron Espiritu (UiT Arctic Univ. Norway, Norway)  
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2026 年 2 月 16 日（月） 紋別市立博物館 
 
 
 
13:00 
 
13:05 
 
 
 
13:20 
 
 
13:35 
 
 
 
13:50 
 
 
 
14:05 

 
【F：ワークショップ, 海氷研究のための AI・機械学習の活用に向けて】 
 
趣旨説明, 座長：小野純 (極地研) 
 
F-1 Future developments of sea ice information utilizing AI and numerical models by ADS and the Arctic 

and Antarctic Sea Ice Information Center (ASIC)  
      ○矢吹裕伯, 杉村剛, 丹羽淑博 (極地研), 大山元夢 (工学院大院工), 小野純 (極地研) 
 
F-2 Development of a sea-ice prediction model with machine learning 
      ○小野純 (極地研), 大山元夢 (工学院大院工), 矢吹裕伯 (極地研) 
 
F-3 Sea ice concentration prediction in the coastal region of Shiretoko using deep learning and a 

comparison between Utoro and Rausu 
      ○吉田彩乃 (北見工大院工), 舘山一孝 (北見工大) 
 
F-4 An attempt to automate shipborne visual sea ice observations using AI-driven analysis of onboard 

camera imagery 
     ○舘山一孝 (北見工大工), 星野聖太 (東大)，長尾碧 (北見工大工) 
 
総合討論  

14:20 休憩 
 

 

2026 年 2 月 16 日（月） まちなか芸術館 
 
13:00 

 
【G： オンラインセッション】                                   座長：大塚夏彦 (笹川平和財団)  
[ IARC 笹川平和財団セッション]  

“Supporting Indigenous Approaches to Climate Change Response” 
by Sasakawa Peace Foundation and The International Arctic Research Center of the University 
of Alaska Fairbanks 

 

       Ⅰ. ○渡邉敦 (笹川平和財団), 小森雄太 (東京財団/明治大) 
       Ⅱ. ○Hajo Eicken (Univ. Alaska Fairbanks, USA) 
  

   発表者： 岩花剛, Courtney Carothers, Nick Jacuk, Sonia Ibarra, Roberta Tuurraq Glenn,  
          Emily Lescak (Univ. Alaska Fairbanks, USA), Billy Adams (Utqiagvik)  

15:50 休憩  
  
16:00 
 
 
  
16:20 
 
  
16:40   

 
[学術分科会]                  座長：大塚夏彦 (笹川平和財団), ススロフ アルチョーム (北大院文)  
G-1 Characteristics of sea ice leads in the Laptev and East-Siberian Seas retrieved from SuomiNPP VIIRS 

images 
○Anastasia A. Ershova, Lyudmila N. Dyment, Ekaterina G. Bojkaya, and Karina G. Kortikova 
(Arctic Antarctic Res. Inst., Russia)  

G-2 On the features of pollution spreading in high latitudes 
○Ferdenant Mkrtchyan, Evgeny Novichikhin, and Maxim Mkrtchyan (Kotelnikov Inst. 
Radioenginering Electronic, Russia)  

G-3 About remote monitoring systems to study of the marine ecosystems 
○Ferdensant Mkrtchyan (Kotelnikov Inst. Radioenginering Electronic, Russia)  

 

2026 年 2 月 17 日（火） 文化会館 １階ホール 
 
  
9:00  

  
9:05 

 
  

9:25 
 
  

9:45 
 

 
【H：ワークショップ, 岐路に立つ北極ガバナンス：変わりゆく北極域のガバナンスの解明と将来像の探究】  
趣旨説明, 木村元 (JAMSTEC)  
Ⅰ. 北極環境ガバナンス                                         座長：礪波亜希 (筑波大)  
H-1 Multilateral cooperation for cetacean conservation in northern seas: Regime complexes and 

institutional interplay 
      ○大久保彩子 (東海大人文)  
H-2 The ICJ advisory opinion on climate change and the Arctic: Recognition of disproportionately higher 

risk and procedural participation of Arctic States 
      ○久保田泉 (環境研)  
H-3 Mechanisms of citizen participation and remedy in the new governance theory 
      ○礪波亜希 (筑波大)  

10:05 休憩 
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2026 年 2 月 17 日（火） 文化会館 １階ホール 
  
  

  
10:15 

 
  

10:35 
 
  
10:55 

 

  
【H：ワークショップ, 岐路に立つ北極ガバナンス：変わりゆく北極域のガバナンスの解明と将来像の探究】  
Ⅱ. 北極地域ガバナンス                               座長：サウナワーラ ユハ (北大北極セ)  
H-4 Institutional resilience of the Russia-Norway and Russia-Japan’s post-2022 fisheries cooperation 

○ロマーエヴァ マリーナ (北大北極セ), Geir Hønneland (Fridtjof Nansen Inst., Norway),  
濱田武士 (北海学園大)  

H-5 Local communities in the Arctic infrastructure development driven by tourism and national security 
concerns 

      ○サウナワーラ ユハ (北大北極セ), 福山貴史 (北大院観光学)  
H-6 Economic development of the Russia’s Arctic and Far Eastern Regions after 2022 
      ○田畑伸一郎 (北大)  

11:15 昼食  
  

13:00 
 

  
13:20 

 
  

13:40 

 
Ⅲ. 北極科学ガバナンス                                         座長：木村元 (JAMSTEC)  
H-7 The significance of the CAOFA in the current Arctic cooperation: Through the lense of science 

diplomacy 
      ○稲垣治 (神戸大)  
H-8 Legal and practical considerations of marine scientific research in the Arctic Ocean 
   -The case of Japan’s new Arctic research vessel Mirai II- 
      ○木村元 (JAMSTEC)  
H-9 International economic law issues concerning indigenous traditional hunting: focusing on small 

cetacean subsistence hunts 
      ○小林友彦 (樽商大) 
 

14:00 休憩  
  
14:10 
  
14:30 

  
14:50 

 
  

15:10 

 
Ⅳ. 北極政策                                                 座長：木村元 (JAMSTEC)  
H-10 Japan’s Arctic policy network: Key actors in national diet discourse 
      ○ススロフ アルチョーム (北大院文), 大西富士夫 (北大北極セ)  
H-11 From rights on paper to Arctic policy in practice: Indigenous participation and energy transition 
      ☆I Sara Fusco (Univ. Lapland, Finland/Univ. Akureyri, Iceland)  
H-12 Advancing Taiwan's Arctic engagement: Geopolitics, identity, and scientific stakeholding 

○Aileen Aseron Espiritu, Marc Lanteigne (UiT Arctic Univ. Norway, Norway) and  
Tse-Kang Leng (Academia Sinica/Ntl. Chengchi Univ., Taiwan)  

総合討論 
 

15:30 休憩  
  

16:00  
16:05 

  
16:25 
 

 
【市民公開講座：地域防災力向上について考える】                司会：森修二 （網走開発建設部）  
挨拶：大塚夏彦 （北方圏国際シンポジウム実行委員会）  
  Ⅰ. 令和８年からの新たな防災気象情報について 
      三浦亜紀子 (網走地方気象台)  
  Ⅱ. 北海道における防災意識向上の取組みについて」 
      山口朗生 (オホーツク総合振興局) 
 

16:40 休憩  
16:50  

 
 
 
 
  

17:55 

 
パネルディスカッション：防災教育や災害ボランティア、避難所運営など自助・共助の取り組みを知る  
コーディネータ：根本昌宏 (日本赤十字北海道看護大学)  
<パネリスト>  
   居島修 (網走地方気象台),       石川晃生 (紋別市立渚滑中学校) 
   清水萌永 (紋別社会福祉協議会), 石川眞 (紋別市)  
挨拶：鈴木武彦 (網走開発建設部) 
 

19:00 交歓の夕べ    紋別セントラルホテル 

青田賞エントリー分野 ☆E：工学、☆P：物理、☆B：生物水産、☆I：学際 
 

2026/2/1 
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9:00  
9:05 

  
9:25 

  
9:45 

  
10:05 

 

 
【I：ワークショップ, 北極政策と科学, 利用】  
趣旨説明, 座長：幡谷咲子 (笹川平和財団), 大塚夏彦 (笹川平和財団/北大北極セ/流氷科学センター)  
I-1 Human activity and the Arctic Ocean 
      ○大塚夏彦 (笹川平和財団/北大北極セ/流氷科学センター)  
I-2 Reviewing Japan's Arctic policy through the multi-sectoral study group 
      ○幡谷咲子 (笹川平和財団)  
I-3 Japan's Arctic science contribution and science diplomacy 
      ○榎本浩之 (極地研/笹川平和財団)  
I-4 The Sasakawa Peace Foundation’s Arctic initiatives: Looking at the past, present, and future 
      ○小森雄太 (東京財団/明治大) 
 

10:25 休憩  
  

10:35  
10:40 

  
11:00 

 
 
  

11:20 
  

11:40 
 

 
【J：ワークショップ, 氷海の変動把握と新たな利用】  
趣旨説明, 座長：早稲田卓爾 (東大院新領域)  
J-1 A new sea ice thickness dataset and its application to Arctic sea ice prediction 
      ○木村詞明 (東大院新領域), 羽角博康 (東大大気海洋研), 早稲田卓爾 (東大院新領域)  
J-2 Direct observation of an extreme landfast sea-ice melting event in Lützow-Holm Bay in 2025 triggered 

by winter breakup and amplified by ice-albedo feedback 
○小平翼, 早稲田卓爾, 伊藤優人, 鯛涼太, 岡元大樹, 三上航平 (東大院新領域),  
清水大輔 (極地研)  

J-3 Interannual variability of the ice-covered area in Saroma-ko Lagoon derived from Landsat imagery 
      ○野原大我 (北見工大院工), 舘山一孝 (北見工大)  
J-4 Development of artificial ice for reproducing ice bending failure 
      ○小島慎吾, 金野祥久 (工学院大) 
 

12:00 昼食  
  

13:30 
 
 
  

13:50 
  

14:10 
  
14:30 
 

 
座長：金野祥久 (工学院大)  

J-5 Simulating wave-induced ice fracture: an MPM approach with rotational degrees of freedom  
    -Material point method with plate formulation- 

○グリバノフ イーゴリ, 早稲田卓爾 (東大院新領域), Rocky Taylor (Memorial Univ. Newfoundland, 
Canada)  

J-6 LIGGGHTS analysis of brash ice channel navigation 
      ○大西孝弥, 金野祥久 (工学院大)  
J-7 Development and validation of icebreaking simulation method using LS-DYNA 
      ○高橋大地, 金野祥久 (工学院大)  
J-8 Proposed large-scale in-situ lab testing at HERF: Advancing the characterization and modelling of sea 

ice deterioration for safe seasonal shipping 
○Rocky Taylor (Memorial Univ. Newfoundland, Canada) 

14:50 休憩  
  

15:00 
  

15:20 
  

15:40 
  

16:00 
 

 
座長：木村詞明 (東大院新領域)  

J-9 Development of an Ice-MMG-Based Digital Twin Mockup for ships navigating in broken ice fields 
      ○金野祥久 (工学院大)  
J-10 SPH–DEM analysis of ice piece clearing around an ice-going ship 
      ☆E附田瑛能, 金野祥久 (工学院大)  
J-11 Numerical analysis of flow fields induced by ship-ice interaction using the overset method 
      ☆E木村海斗, 金野祥久 (工学院大)  
J-12 Interannual variability of wave systems inducing fast ice break-up in Lützow-Holm Bay 
      ☆E鯛涼太(東大院新領域), 早稲田卓爾 (東大院新領域/JAMSTEC), 小平翼 (東大院新領域) 
   

16:20 休憩 
青田賞エントリー分野 ☆E：工学、☆P：物理、☆B：生物水産、☆I：学際 
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16:30 
  
16:50 
  
17:10 
 
  
17:30 
  
17:50 

 
【J：ワークショップ, 氷海の変動把握と新たな利用】                  座長：小平翼 (東大院新領域)  
J-13 From experiments to theory: Dissipation-driven spectral downshifting of waves under ice 
      ☆E 佐藤公哉 (東大新領域), 早稲田卓爾 (東大院新領域/JAMSTEC), 小平翼 (東大新領域)  
J-14 Wave attenuation in the marginal ice zone 
      ☆P Alberto Alberello, Rhys Ransome and Davide Proment (Univ. East Anglia, UK)  
J-15 Hydroelastic waves on floating ice plates 

○Emilian Parau (Univ. East Anglia, UK), Claudia Tugulan, and Olga Trichtchenko (Univ. Western 
Ontario, Canada)  

J-16 Detecting directional wave spectrum in ice and ice floe deformation -Preliminary results from JOIS 2025- 
      ○早稲田卓爾, 佐藤公哉 (東大院新領域), Jean Rabault (Norwegian Meteorological Inst., Norway)  
総合討論  

19:00 交歓の夕べ   紋別セントラルホテル 
 
 

2026 年 2 月 17 日（火） 文化会館 ３階サークル室  
  

9:00 
  

9:20 
 
  

9:40 
 

 
【K： 海洋物理・化学, 気候】                                    座長：舘山一孝 (北見工大)  
K-1 Barotropic water exchange between the ice cavity and the open ocean in a non-friction fluid 

○ユアン ナン (東北大), 三寺史夫 (北大低温研), 安中さやか (東北大院理)  
K-2 Triggering mechanism of the 2014 abrupt subsurface warming in the Bering Sea: A numerical study 

○周宏偉 (JAMSTEC), 建部洋晶 (JAMSTEC/変動海洋エコシステム高等研究所), 鈴木立郎,  
川崎高雄, 小室芳樹(JAMSTEC), 纐纈慎也 (JAMSTEC/変動海洋エコシステム高等研究所)  

K-3 Possible role of Japan Trench topography in the anomalous northward penetration of the Kuroshio 
extension 

      ○美山透 (JAMSTEC) 
10:00 休憩  

 
10:10 

  
10:30 

 
 
  

10:50 
  

11:10 
 

 
座長：周宏偉 (JAMSTEC) 

K-4 Basic research on runoff characteristics in small river basins in Qaanaaq Village 
      ○田中岳 (北大院工学院/北⼤広域複合災害研究セ) 森太郎，木下育 (北大院工学院)  
K-5 Origins and formation process of atmospheric organic aerosol in the southern Sea of Okhotsk during 

the phytoplankton bloom in spring 
☆I Zhengyang Fang (北大院環境/北大低温研), 宮﨑雄三, 立花英里 (北大低温研), 吉田瞳 (ガリ
ンコタワー), 岩本勉之, 片倉靖次 (紋別市)  

K-6 Temporal and spatial changes in mineral dust composition deposited on an alpine snowpack 
      ☆P 安宅飛明, 杉山涼 (千葉大院理工), 古川登 (千葉大院理), 竹内望 (千葉大環境リセ)  
K-7 Leveraging InSAR and field observations in revealing long-term post-fire permafrost evolution in 

north Yukon 
      ○Zetao Cao (北大院理) 

11:30 昼食  
  

13:00  
13:05 

 
  

13:25 
 
  

13:45 
 
 

  
14:05 

 
 
  

14:25 
 

 
【L：ワークショップ, 南極氷床とグローバルな気候システムとの相互作用】  
趣旨説明, 座長：町田柾志 (北大院環境)  
L-1 Numerical modeling of ocean circulation and ice shelf melt process in the Weddell Sea 

☆P 森吉紘己 (北大院環境), 中山佳洋 (ダートマス大), Mathias van Caspel, Markus Janout (アルフ
レッドウェゲナー極地海洋研究所), Alena Malyarenko (カンタベリー大学)  

L-2 Tracing sediment provenance to decode Aurora Basin dynamics during past super interglacials 
○Javier Maldonado (北大院環境), 関宰 (北大低温研/北大院地球環境), 堀川恵司 (富山大),  
入野智久 （北大院地球環境), 板木拓也, 石野沙季 (産総研)  

L-3 Understanding meltwater dynamics in west Greenland 
☆P 大谷若葉 (北大院環境), 中山佳洋 (ダートマス大), Michael Wood (Moss Landing Mar. Lab., 
USA), Ian Fenty (NASA, USA), Claudia Wekerle (Alfred Wegener Inst., Germany), 
Vigan Mensah (北大低温研)  

L-4 Role of eddies in the transformation of Dense Shelf water into Antarctic bottom water off Cape Darnley 
☆P町田柾志 (北大院環境), 大島慶一郎, Vigan Mensah (北大低温研), 清水大輔 (極地研),  
中田和輝 (JAXA), 久賀みづき (水産機構資源研), Alex Fraser (タスマニア大学), 田村岳史 (極地
研), 深町康 (北大北極研セ)  

L-5 Global climate implications through Antarctic ice–ocean interaction during the Last Interglacial 
      ☆I 飯塚睦, 板木拓也 (産総研)，山本正伸 (北大院環境), 関宰 (北大低温研) 

14:45 休憩 
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14:55 
 
15:00 
 
 
15:20 
 
 
15:40 
 
 
 
16:00 
 
 
 
16:20 
 

 
【M：ワークショップ, オホーツク海：地球のクールスポットが生み出す特異な気象･気候】 
 
趣旨説明, 座長： 本田明治 (新潟大) 
 
M-1 Reconstruction of climate change in the early 19th century around Hokkaido 
      ○田上善夫 (富山大) 
 
M-2 Sea ice conditions in the Sea of Okhotsk in the 2024/2025 winter season 
      ○小室光仙, 杉本悟史, 浜田啓次, 赤坂有史 (気象庁) 
 
M-3 Relationship between sea ice variability in the southern Sea of Okhotsk and the East Sakhalin Current 

○澤悠夏 (筑波大理生命院), 黒田寛 (北大低温研), 中野渡拓也 (水産機構・資源研), 植田宏昭 
(筑波大生命環境) 

 
M-4 Distribution tendencies of Japan-Sea Polar-Airmass Convergence Zone（JPCZ） and characteristics of 

the atmospheric field 
      ☆P髙橋聖夢 (新潟大院自然), 本田明治, 高橋直也 (新潟大理) 
 
M-5 Rapid surface pressure drops in wintertime Meso-β-Scale disturbances using high-frequency 

observations 
      ☆P 内堀可廉 (新潟大院自然), 本田明治, 高橋直也 (新潟大理)  

16:40 休憩 
 
16:50 
 
 
 
 
17:10 
 
 
 
 
17:30 
 
 

 
M-6 Inertia-gravity waves around a cutoff low observed over the north Pacific off the Tohoku in the 

summer of 2025 
☆P 中尾優心 (新潟大理), 小川史明 (三重大生物資源)，春日悟 (三重大生物資源/北大院地球環
境), 本田明治 (新潟大理) 

 
M-7 Midlatitude marine warming and summer atmospheric responses during 2023-2025: Implications for 

sustained heat extremes in East Asia 
○植田宏昭 (筑波大院生命環境), 倉持将也 (気象庁), 森本啓介, 鴫原侑暉, 塚田歩夢 (筑波大理
生命院), 岡島悟, 井上知栄 (筑波大院生命環境), 前田修平 (気象庁) 

 
M-8 Influence of the Okhotsk Sea on the wintertime snowfall in the Japan Sea coast 

○本田明治 (新潟大), 立花義裕 (三重大), 豊田隆寛 (気象研), 植田宏昭 (筑波大院生命環境),  
岩本勉之 (紋別市) 

19:00 交歓の夕べ   紋別セントルホテル 
 

2026 年 2 月 17 日（火） 紋別市立博物館 
 
  

9:00  
9:05 

 
  

9:25 
 
 
 
 
  

9:45 
 
 
  

10:05 
 
 
 

 
【N：ワークショップ, 寒冷域におけるプランクトン生態学：分子から生態系まで】  
趣旨説明, 座長, 平井惇也 (東大大気海洋研)  
N-1 Physiological responses of growth and photosynthesis of the Antarctic cryptophyte Geminigera 

cryophila to changes in temperature, light, and salinity 
      ☆B嶋田蓮 (北大院環境), 鈴木光次 (北大院地球環境)  
N-2 Contrasting toxicity profiles and population genetics reveal a north-south divide in Dinophysis fortii 

○長井敏（水産機構技術研），内田肇（水研機構），宮園章，栗林貴範 (道総研中央水試), 秦安史 
(道総研本部), 夏池真史 (道総研函館水試)，高坂祐樹 (青森産技水総研)，宮原一隆 (兵庫県水技
セ)，山本佳奈 (長崎水試)，舩越裕紀 (京都海セ)，Sirje Sildever (タリン工科大)，Wai Mun Lum (三重
大)，中山奈津子，松嶋良次, (水研機構), 鈴木敏之 (北里大)，高田健司，安田仁奈 (東大)，石川直
子，赫英紅，陶山佳久 (東北大)  

N-3 Satellite remote sensing for harmful algae monitoring in Hokkaido waters 
○平田貴文 (北大北極セ), 有馬大地 (道総研), 東典子, 高橋潤 (東農大生物産業), 大塚夏彦 (北
大北極セ), 岩本勉之, 片倉靖次 (紋別市), 吉瀬（新井）祐子 (東京農業大生物資源ゲノム), 志波優 
(東京農業大生物資源ゲノム/東京農業大生命科学)  

N-4 Long-term (from 1997 to 2025) changes of zooplankton community based on functional traits in the 
Mombetsu Port, southern Okhotsk Sea 

☆B 金東佑 (北大院水産), 松野孝平 (北大院水産/北大北方セ/北大北極セ), 片倉靖次, 濱岡莊司, 
岩本勉之 (紋別市), 山口篤 (北大水産/北大北極セ) 

10:25 休憩  
10:35 

 

 
N-5 Seasonal change of jellyfish species composition and abundance between spring and fall 2025 around 

the Okhotsk Tower, Mombetsu, Hokkaido 
☆B 向井翔太 (東海大), 片倉靖次，岩本勉之 (紋別市)，伊佐田智規 (北大北方セ),  
野坂裕一 (東海大)  

青田賞エントリー分野 ☆E：工学、☆P：物理、☆B：生物水産、☆I：学際 
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10:55 
  

11:15 
  

11:35 
 
 

 
【N：ワークショップ, 寒冷域におけるプランクトン生態学：分子から生態系まで】  

座長, 平井惇也 (東大大気海洋研)  
N-6 Effects of ocean acidification on larval shell development in scallop 
      ○清水啓介, 木元克典, 脇田昌英 (JAMSTEC)  
N-7 Molecular-based analyses revealing zooplankton diversity during sea ice period in the Okhotsk Sea 
      ○平井惇也 (東大大気海洋研), 山口篤 (北大水産), 片倉靖次 (紋別市)  
N-8 Population structure of the copepod Calanus glacialis in the high-latitude regions of the Northern 

Hemisphere 
      ☆B柚村七々実 (東大大気海洋研), 片倉靖次 (紋別市)，松野孝平 (北大北方セ)， 
      平井惇也 (東大大気海洋研)  

11:55 昼食 
 
  
13:30  
13:35  
 
13:55 
 
  
14:15 
  
14:35 

 
【O：ワークショップ, 北海道の水産資源管理および栽培漁業に関する研究の現状と課題】  
趣旨説明, 座長：佐藤敦一 (道栽培水試)  
O-1 Current situation and issues of studies on stock management and stock enhancement in Hokkaido, Japan 
      ○佐藤敦一 (道栽培水試)  
O-2 Current status and challenges in research on whelk resource management in the Pacific coast of 

Hokkaido, Japan 
      ○髙橋昂大, 桒原康裕 (道栽培水試)  
O-3 High water temperature tolerance of barfin flounder Verasper moseri juvenile 
      ○三坂尚行, 松田泰平 (道栽培水試)  
O-4 Species composition of estuarine fish assemblages in Hidaka Bay 
      ☆B 安宅淳樹, 髙橋昂大, 髙原英生, 桒原康裕, 坂上嶺 (道栽培水試)  

14:55 休憩  
  
15:05  
15:10 
 
 
  
15:30 
 
 
  
15:50 
 
  
16:10 
 

 
【P：ワークショップ, 環境と社会の変化に応答する海鳥・海棲哺乳類】  
趣旨説明, 座長：櫻木雄太 (京大野生動物研)  
P-1 Camera and microphone monitoring of key sea-birds in Greenland (Little auks) 

○エヴゲニ ポドリスキ (北大北極セ), J. B. Thiebot (北大院水産), 小川萌日香 (極地研/北大北極セ),  
L. Paker (Univ. Bremen, Germany), 庭野匡思 (気象研), 日下稜 (北方民族博物館), 油島明日香 (北
大院水産), K. L. Johansen, A. Mosbech (Aarhus Univ., Denmark), 杉山慎 (北大北極セ/北大低温研)  

P-2 Observations of narwhal sounds from boat-based hydroacoustic recordings in northwestern Greenland: 
comparison with passive acoustic monitoring 

☆B 金紗羅 (京大野生動物研セ),  ポドリスキ エヴゲニ (北大北極セ)，小川萌日香 (極地研)， 
櫻木雄太，三谷曜子 (京大野生動物研セ)  

P-3 From the sky: Drone-based behavioral observation of Arctic cetaceans 
      ○小川萌日香 (極地研/北大北極セ), Mamarut Kristiansen (Qaanaaq, Greenland),  
      ポドリスキ エヴゲニ (北大北極セ)  
P-4 Seasonal relationships between marine environmental dynamics and behavioral responses of ringed 

seals at tidewater glacier fronts 
○櫻木雄太 (京大野生動物研セ), Aqqalu Rosing-Asvid (グリーンランド天然資源研究所)， 
Yefan Wang (エディンバラ大学)，杉山慎 (北大低温研/北大北極セ)，三谷曜子 (京大野生動物研セ)  

16:30 休憩  
16:40 
 
  
17:00 
 
 
  
17:20 
  
17:40 
 

 
P-5 Estimation of spatial distribution pattern and its seasonal change of Baird’s beaked whales in the 

waters around Japan based on a species distribution model 
      ☆B古巻史穂, 佐々木裕子, 前田ひかり, 南川真吾, 金治佑 (水産研究・教育機構)  
P-6 Extinction risk assessment based on whole-genome analyses of spotted seals (Phoca largha) and 

ringed seals (Pusa hispida) rescued at the Okhotsk Tokkari Center 
☆B鈴木百夏, 佐藤悠 (京大野生動物研セ), 渡辺美玖 (オホーツクとっかりセンター), 村山美穂,  
三谷曜子 (京大野生動物研セ)  

P-7 Uplifting equity in science: Sea Otter impacts on traditional foods in Alaska 
     ○Sonia Ibarra (Univ. Alaska Fairbanks, USA)  
P-8 A Glimpse of Greenland's food through the eyes of researchers 

○三谷曜子, 櫻木雄太，金紗羅 (京大野生動物研セ)，矢澤宏太郎 (北大院環境)，富安信， 
長谷川浩平，Jean-Baptiste Thiebot (北大院水産)，植竹淳 (北大北方セ)，日下稜 (北方民族博物
館)，林直孝 (カルガリー大学), 赤嶺淳 (一橋大院社会)  

19:00 交歓の夕べ 

16



 

2026 年 2 月 18 日（水） 文化会館 １階ホール 
 

 
 
 
 
 

  
9:00 
 
9:05 

 
 
9:15 

  
9:25 

  
9:35 

  
9:45  

 
【Q：ワークショップ, 北極・南極科学における若手人材育成事業】 
 

北極域研究強化プロジェクト ArCS-3 では、次世代研究者育成のため、若手海外派遣、野外実
習、実習航海、特別講義等の事業を行っています。このセッションでは、これらに参加した若手研
究者や大学院生、同じようなプログラムを実施する研究者、さらには広く極域科学教育に関わる皆
さんに参加いただき次世代育成の取り組みについて紹介します。 

 
趣旨説明, 座長, 杉山慎 (北大北極セ) 
 
Q-1 ArCSⅢの人材育成を目的とした事業の紹介 
      ○小川萌日香 (極地研)  
Q-2 北海道大学における若手人材育成事業 —ArCS III との連携— 
      ○杉山慎 (北大北極セ)  
Q-3 洋上キャンパスおしょろ丸で行く北極海 —ArCSⅡ＆Ⅲ公開実習を中心に 
      ○大西富士夫 (北大北極セ)  
Q-4 スイスアルプス氷河におけるフィールド調査と極域研究との関連性 
      ○杉田友華 (北大院環境), 安宅飛明 (千葉大理)  
Q-5 グリーンランド北西部におけるダンプサイトに起因するムール貝の汚染状況調査の概要 
      ○山野将輝 (北大院水)  
    グリーンランド北西部における海棲哺乳類調査 
      ○金紗羅 (京都大学）  
   Leveraging InSAR and field observations in revealing long-term post-fire permafrost evolution in 

North Yukon 
      ○Zetao Cao (北大院理)  

 
10:00 

 
 

 
10:15 

 
 
10:25 

 
Q-6 笹川平和財団での北極海洋人材育成の取り組み 

○渡邉敦 (笹川平和財団海洋政策研究所), Gunnar Rekvig (Arctic Univ. Norway, Norway/笹川平
和財団) 

 
Q-7 現在に至る過程と今後のキャリアパスについて 
      ○和賀久朋 (アラスカ大学フェアバンクス校/極地研) 
 
意見交換、若手当事者の提言 
     ○小川萌日香 (極地研), 吉田淳 (極地研) 
 

10:00 休憩 
 
11:00 

 
【学術分科会閉会式】                                           司会：片倉靖次 (紋別市) 
 
  講 評  
  青田昌秋賞表彰式  
  閉会のことば 大塚夏彦 (北方圏国際シンポジウム実行委員会)  

12:00 昼食 
 
14:00 

| 
16:00 

 
【市民公開講座：森から海の連環を考えるシンポジウム】 
 
  最先端林業の現状〜カラマツに圧密技術を応用した高硬度材料の開発〜 
 
挨拶：中村雅俊 (紋別市) 
 
<第 1部 講演会>    Ⅰ.  圧密技術の背景と目的 
                     佐々木貴信 (北大院農) 
 
                 Ⅱ.  カラマツ圧密材の製造方法と基礎物性 
                      古田直之 (道総研林産試験場) 
 
                 Ⅲ. カラマツ圧密材の家具接合部の強度試験 
                      塚本優佳 (北大院農) 
 
                 Ⅳ. カラマツ圧密材を用いた椅子開発と商品化 
                      山上裕一朗 ((株)山上木工) 
 

  
<第２部 パネルディスカッション：カラマツに圧密技術を応用した高硬度材料の開発>  
 
パネリスト  佐々木貴信 (北大院農) 
         古田直之 (道総研林産試験場) 
         塚本優佳 （北大院農） 
         山上裕一朗 ((株)山上木工) 
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13:30 
 
13:35 

| 
15:35 
 
 
 
 
 
 
15:45 

| 
17:20 

 
【市民公開講座：オホーツク・テロワール 2026 in 紋別】   司会進行：長南進一 (オホーツク・テロワール) 
 
  ～オホーツク文化が残したメッセージ～ オホーツク文化の原点とオホーツク・ツーリズムの未来と 
  可能性を探る 第３弾 
 
主催者挨拶：大黒宏 (オホーツク・テロワール) 
 
第１部 各分野の実践報告の中から、オホーツク文化の発信のヒントを探る 
 
    Ⅰ. 遺跡を活かした観光   田才雅彦 (文化財サポート) 
 
    Ⅱ. 縄文アートを旅しようを出版して  清水恭子 (求龍堂出版) -Zoom参加 
 
    Ⅲ. オホーツク文化を巡る旅の可能性について  宮下麻美 (北大院観光) 
 
    Ⅳ. 道東の未来について  中西拓郎 (ドット道東) 
 
第２部  パネルディスカッション 
 

 

展 示 文化会館 ３階ロビー 
  

【Extra】  
 Ex-1黒潮大蛇行：2017-2025 
       中陣隆夫 (東海大)  
Ex-2博愛丸事件から百年、小説･蟹工船～蟹缶詰の歴史と紋別 
       山田雅也 (北海道文化財保護協会) 
 

 

2 月 18 日（水） 紋別市民会館 大ホール 
  
13:10 

| 
14:30 

 

  
【子ども流氷シンポジウム】                                       司会進行：高橋甫 (紋別市) 
 
  Ⅰ. オホーツク海の流氷と地球環境 
       大塚夏彦 (流氷科学センター) 
 
  Ⅱ. 北極の暮らし 
       パトン リチャード, ノーブル ジェニーバ  (カナダ キキクタニ イヌイット協会) 
 
    流氷クイズ大会 
  

 

２月 14 日（土）～3 月 22 日（日） オホーツク流氷科学センタ 
  

 協賛行事  「写真展オホーツク物語 7 -大切な時間-」 
北海道内外の皆さんへオホーツクの魅力を発信することを目的とし、オホーツク地域ならでは

の自然の景色や動植物を個性豊かな写真で紹介します。 
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